
吸入孔

タービュヘイラー 各部位の名称
シムビコート パルミコート

タービュヘイラーの初回準備方法

トレーナー＜笛＞：タービュテスター
シムビコート用（赤）パルミコート用（紫）
タービュヘイラーの最低吸気流速は30L/minでありター
ビュテスターは35±5L/min以上の吸気速度で音が鳴る
ように設計されている。

初
回
操
作

□キャップを回して外す
□吸入器をまっすぐに立て左右に回して「カチッ」と

３回（パルミコートは２回）鳴らす
（必要回数回したら止める）

初
回
の
み
の

操
作

・初回のみの操作であり毎回行わないように説明して理解を確認する。
・吸入しないときに回転グリップを左右にまわしてしまうとカウンターが進むため注意。

カチッ クルッ

発
作
治
療
薬
の
理
解

※シムビコートを発作治療薬として使用する場合の確認事項※
□長期管理薬（定期薬）ではなく発作治療薬であることを理解している。
□常時携帯する必要性を理解できている
□発作時は最初の吸入から２０分後に症状があれば追加吸入し、さらに２０分

後にも症状がある場合はもう一度吸入し、それでも症状があれば、すぐに救
急受診することが理解出来ている。

□指示された１日の吸入上限回数を使用した場合は、医療機関を受診すること
が理解できている。

用
法
用
量
の
理
解

カウンター
（残りの吸入回数）

キャップ

回転グリップ

キャップ
をはずす

吸入口
マウスピース マウスピース カウンター

使用終了の目安

シムビコート

パルミコート

グリップサポーター
回す際にうまく回せない方や、
回す方向が分かりにくい方へ



タービュヘイラーの吸入チェックリスト
（商品名：シムビコート、パルミコート）

①
薬
の
準
備

□キャップを回して外す
□カウンターで残量を確認する
□吸入器をまっすぐに立て、色付きのグリップ

を右方向に確実に止まるまで回す
□止まったら逆方向（左）に「カチッ」と音が

するまで戻す。

器
具
の
操
作

②
息
吐
き

□息を十分に吐き出す
（吸入口に息を吹きかけていない）

吸
入
手
技

③
吸
入

□吸入口をくわえ、「強く」「深く」息を吸い
込む。（グリップを持ち吸入し、通気口を
塞いでいない）
タービュテスターにて吸気流速をチェック
する。鳴らない場合の評価は原則×とする

吸
入
手
技

吸
入
速
度

④
息
止
め

□吸入口から口を離して５～１０秒息を止める。
（５秒が難しい場合は苦しくない程度）

息
止
め

⑤
息
吐
き

□息をゆっくり吐き出す
（吸入口に息を吹きかけていない）

吸
入
手
技

⑥
後
片
付
け

□使用後は吸入口を拭いてからキャップをする

吸
入
手
技

⑦
う
が
い

□吸入後は必ずうがい（ガラガラ・ブクブク）
を各３回する

う
が
い

・カウンターが「0」
になっても回転グリッ
プは回り続る。また振
ると乾燥剤の音がする
が薬剤はない。
・横向きや逆さまにし
てグリップを回すと１
回量の薬剤が秤量され
ない

・息吐きが十分に出来
ないとDPIに必要な
「強く」吸うことが難
しくなる。

・十分に１回で吸入で
きていない場合はグ
リップを動かさずその
ままで②～⑤を行う。

・気管支への薬剤の沈着
率向上のため息止めをす
る。

・吸入ステロイドは
口腔内カンジダや嗄
声などの副作用を防
止するため吸入後す
ぐにうがいが必要。
・吸入ステロイドを
含む複数のデバイス
がある場合は混乱を
避けるため原則うが
いを行うように説明
する。

※□喘息発作治療薬としても使用する場合(SMART療法)は常時携帯する必要性がある
ことを説明し理解を確認する。

※複数回吸入する場合


